
従来型とマルチグリップ型筋電義手における日常生
活動作の容易さ 

以前使用の筋電義手と比較した場合、ミケランジェロハンドは： 
  

→日常生活動作（ADL）において認識された使いやすさが35%向上した 
→両手動作の容易さが31%向上した 
→被験者は、両手動作で対象物をより積極的に掴むために義手を使った 
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日常生活動作の容易さの認知 

23の日常生活動作の認識できる作業の容易さをOPUS-UEFS質問で評価した。 
トータルのOPUS-UEFSスコアは35%ミケランジェロハンドの方が高く、ミケラン
ジェロハンドの方が操作しやすい事を意味する。 

ミケランジェロハンド 
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対象： 
以前の義手： 
 
 
切断原因： 
平均年齢： 
切断からの平均時間：           

16名 
10名センサーハンドスピード；3名バリプラススピード； 
1名モーションコントロールハンド；1名DMCハンド； 
1名作業用グライファー 
8名外傷、6名先天性、1名悪性腫瘍、1名敗血症 
41 ± 14歳 
12.8 ± 16.1年 

介入、プレ-ポストテスト方式 

個体群 

研究デザイン 

結果 

項目 評価法 ミケランジェロハンド vs 従来の義手 評価* 

日常生活
動作 

OPUS-UEFS（Orthotics 
& Prosthetics User 
Survey –Upper 
Extremity Functional 
Status) 

認識できる日常生活動作の容易さが向上した： 
ミケランジェロハンドは、総OPUS-UEFSスコアが35%高
い。 
  

++ 

5種の日常生活動作（ADL）は、ミケランジェロハンドで
実行する方が容易である（顔を洗う、靴下を履く、靴ひ
もを結ぶ、ナイフとフォークで肉を切る、ランドリーバス
ケットを運ぶ）。 
  

++ 

両手動作が31%容易である。 
  

++ 

被験者は、以前の義手よりミケランジェロハンドの方が
両手で動作を行った。 
  

++ 

PUFI（The Proshtetic 
Upper Extremity 
Functional Index) 

被験者は、日常生活動作が18%容易になったと認識
している。 
 

++ 

被験者は、両手動作で対象物をより積極的に掴むた
めに義手を活用した。 

++ 

*評価の表示について：変化なし（0）、プラスの傾向（+）、マイナスの傾向（-）、顕著な結果（++/--）、範囲外（n.a） 



これらの結果は、ミケランジェロハンドが、より多くの把持タイプと機能的なハンドポジ
ションそしてフレキシブルリストを、より積極的に、より多くの日常生活動作に使用でき
る事を示唆している。これらの効果は、ミケランジェロハンドが義手と健手の機能的な
ギャップを近づけ、多くの日常生活動作を実施する際に難易度が下る事で促進され
るようである。 
 

介入無作為クロスオーバ―試験： 執筆者のまとめ 


